




小 　林 　恭 　治
本稿は左記の拙論の続編である。
・ 「西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏 　︱異本注記の有無について︱（一） 」
　　　　（ 『鶴見大学紀要』第
47号 　第一部 　日本語・日本文学編 　平成
22年３月）




・ 「西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏 　︱異本注記の有無について︱（三） 」
　　　　（ 『鶴見大学紀要』第
48号 　第一部 　日本語・日本文学編 　平成
23年３月）
・ 「西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏 　︱異本注記の有無について︱（四） 」
　　　　（ 『鶴見大学紀要』第
48号 　第四部 人文・社会・自然科学編 　平成
23年３月）
・ 「西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏 　︱異本注記の有無について︱（五） 」
　　　　（ 『鶴見大学紀要』第
49号 　第一部 日本語・日本文学編 　平成
24年３月）
・ 「西念寺本類聚名義抄における増補と脱漏 　︱異本注記の有無について︱（六） 」
　　　　（ 『鶴見大学紀要』第





















































































































































































































































コル 　④サカリ 　⑤フルフ 　⑥シヘタク 　⑦ナカスハリ 　⑧ユタカニ
⑨アサムク 　⑩












①音齒 　②オコル ③ホ ④サカリ 　⑤ユタカニ 　⑥ア□□ク⑦フルフ 　⑧

































































































































































































































①餘祝乂 　②見丶 　③重丶 　④長丶⑤動丶 　⑥ウル 　⑦仆丶 　⑧
− 歟
西念寺本
①餘机乂 　②貝丶 　③重 ④長 ⑤動⑥ウル 　⑦祝
イ本　　⑧外〻歟
高山寺本





























































西念寺本 、①「餘机乂」 、②「貝丶」 、③「重」 、④「長丶」 、⑤「動」 、⑥「ウル」 、⑦「祝
イ本
」 、⑧「外〻歟」と
いう配列によることとする。とすると、異本注記記入時当初の西念寺本の項目の状況については、まず、次に示すように、 〈Ｘ〉 〈Ｙ〉 〈Ｚ〉の三つのケースが想像できる。
〈X〉
























































































②貝丶 　③重 　④長丶 　⑤動 　⑥ウル⑧外〻歟
現在の
西念寺本


















































































































































本にないカタカナ注記 ついて︱（二） 」 （ 『鶴見大学仏教文化研究所紀要』第９号 　平成
16年４月）の第
25・
26項・資料
22において考察している。
（
１１５） （５）の諸橋氏の『大漢和辞典』の
1255
番に「
」が存する。
（
１１6）西念寺本の⑧「外〻歟」については、表Ｂ
―
35― ａにより、観智院本・高山寺本と比較すると、⑧「外〻歟」の「外」は
「仆」字の誤りで、また、 「〻」は、 『丶』と『
− 』の二つであったもので、本来は『仆丶』 『
− 歟』の二つの注記であった
ものと推測される。
（
１１7）例えば、先に考察したも に、第５項（資料Ｂ
― ５） 、第６項（資料Ｂ
― ６） 、第
17項（資料Ｂ
―
15）など、異本注記を対象
とする文字 左側に記したケースがある。
